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令和７年 第１回北九州市立図書館協議会 会議録 

 

日 時： 令和７年２月６日（木） １４：００～１６：００ 

場 所： 北九州市立子ども図書館２階  大研修室 

 

出席者 

○委員（会長他１３名、欠席委員１名） 

北九州市立大学図書館長    二宮 正人（会長） 

（一社）北九州市ＰＴＡ協議会相談役  福田 百合加（副会長） 

北九州市学校図書館協議会委員   田丸 陛子 

福岡県公立高等学校校長協会北九州地区会長  石川 一仁 

（一社）北九州市私立幼稚園連盟理事  有田 裕子 

（一社）北九州市保育所連盟副会長   伊賀良 昌宏 

公募委員      澤野 亜由美 

公募委員      尾田村 福太郎 

北九州市社会教育委員    宮本 和代 

北九州市婦人団体協議会理事   柿内 よし子 

北九州市障害福祉団体連絡協議会事務局長  森 聖子 

北九州児童文化連盟理事    八木 真恵 

九州国際大学図書館長    山口 秋義 

（公財）北九州産業学術推進機構 

中小企業支援センターマネージャー  北嶋 知美 

 

○事務局（中央図書館長他９名） 

中央図書館長     神野 洋一 

中央図書館副館長、子ども図書館長   竹永 政則 

中央図書館運営企画課長    藤原 定男 

中央図書館奉仕課長     綾塚 由美子 

中央図書館運営企画課庶務係長   田中 真徳 

中央図書館運営企画課デジタル企画係長  田島 利晃 

中央図書館奉仕課奉仕係長    堀尾 節子 

中央図書館奉仕課資料係長    善家 三知代 

子ども図書館企画係長    荒田 智代 

子ども図書館学校図書館支援係長   北谷 真司 

 

○傍聴者 なし 
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会議次第 

１ 委員及び事務局紹介 

２ 会長・副会長の選出 

３ 議事（１）北九州市立図書館の現状について 

  議事（２）北九州市立図書館基本計画の策定について 

４ 館内見学 

 

１ 委員及び事務局紹介 

事務局より委員及び事務局の紹介 

 

２ 会長・副会長の選出 

北九州市立図書館規則第１７条に基づき、会長及び副会長選出を行う。それぞれ

委員からの推薦により決定。 

    会長 北九州市立大学図書館長  二宮 正人 

    副会長 北九州市ＰＴＡ協議会相談役 福田 百合加 

 

３ 議事 

（１） 北九州市立図書館の現状について 

北九州市立図書館の現状について、資料に基づき、事務局から説明 

委員からの質問・意見なし 

 

（２） 北九州市立図書館基本計画の策定について 

北九州市立図書館基本計画の策定について、資料に基づき、事務局から説明 

 

（委員） 

この計画を作るにあたって、「こんな図書館だったら利用したいな」とかそうい

うこどもからの意見を聞いて作られたのかどうかを伺いたい。 

（事務局） 

令和５年８月頃にアンケートをとり、その中で小学生、中学生、高校生にも、

意見を聞いている。その結果については、本日配っている冊子の資料編の６から

９に、アンケート結果の抜粋を載せている。こどもたちの意見で印象的だったの

は、「図書館でどんなことができたらよいか」という質問に対し、「家族や友達と

楽しく過ごせる」とか、「本を読まなくてもふらっと来て過ごせる」という意見が

多かったことである。中学生、高校生になると、「学習室を充実して欲しい」とか、

「Wi-Fi が使えるようにして欲しい」という意見が多かった。そういう意見を踏

まえて、こどもの居場所としての図書館という役割を広げていきたいと思い、計

画に反映しているところである。 

補足だが、小、中、高校生については、おおよそ各区１校程度抽出をして、そ

こに直接お願いをしてアンケートを取らせていただいている。 
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（委員） 

４ページに、目指す姿の基本目標４「未来につなぐ図書館」とある。ここのと

ころが私は期待と不安で「どうなるんだろう」とわくわくどきどきしている。考

えられる主な取組で、「施設の有効活用」とあるが、何か具体的に施設をどうかす

るというような構想はあるのか。 

（事務局） 

図書館の設置や配置に関しては、今度、門司図書館が移転すると、その後新し

い施設を作るという予定はない。使い方、例えば、いろいろ市民が活動し、集ま

る場にするために、今までのように静かにしていなければならない図書館ではな

く、ちょっとおしゃべりができるところや、みんなで交流できるようなところを

作るなどのレイアウト変更などをやりたいと考えている。部屋の使い方を工夫す

るという意味で、「施設の有効活用」と書いている。例えば、「ラーニングコモン

ズの整備など」と書いているが、大学などでされているように、オープンスペー

スでみんなが集って話し合いや学習ができるという使い方をこれから取り入れ

ていきたいと考えている。 

 

（委員） 

そのような活用を大変待ち望んでいる。 

そしてもう１つ、「図書館で働く職員の資質向上」とあるが、司書の方も職員の

方たちもレベルが高く、勉強もされているが、例えば、学校の司書の方との連携

はどうなっているか。 

（事務局） 

学校には学校図書館職員がいて、担当である教育委員会の次世代教育推進課と

ともに、連携は少しずつ進んでいる。まず、今年度行ったのは、年に１回開催し

ている学校図書館教育講習会に、市立図書館の職員もオンラインで参加した。そ

れから、学校図書館職員は区ごとにグループ会議を開いているが、そのグループ

会議を地区館で開催し、そこに地区館の職員も入って、顔見知りになるところか

ら始めている。今後、さらに次世代教育推進課とも連携し、研修を進めていこう

と考えている。 

（委員） 

お互いが連携して、学校と図書館が同じ場で学び合うことはとても大事なので、

そういった司書さんたちと一緒に勉強する場を作ることでもっと良くなると思

う。とても参考になった。 

 

４ 館内見学 

委員、事務局が２班に分かれ、館内見学を実施 


